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大阪市 福祉局 高齢福祉課

平成２４年度　認知症高齢者支援の取組み
について



（２）認知症サポーター養成等

平成２４年度　認知症高齢者支援の取組みについて

～地域における医療と介護の連携を中心として～

認知症疾患医療センターとして指定された３病院（大阪市立弘済院附属病院、ほくとクリニック病院、大
阪市立大学医学部附属病院）と、地域包括支援センター（65箇所）との連携を図るため、市内を３エリア
に分割して認知症地域支援推進員と嘱託医（認知症サポート医）を配置し、地域における医療と介護・福
祉の連携体制の更なる強化を図る。

（１）相談支援業務

介護を提供する事業所を管理する者や実務者等に認知症高齢者の介護に関する専門的な研修を実施するこ
とにより、認知症高齢者の介護サービスの技術向上を図る。

（１）かかりつけ医認知症対応力向上研修事業

（２）認知症サポート医養成研修

認知症を正しく理解してもらい、認知症の人や家族を温かく見守る応援者である認知症サポーターを養成
し、認知症になっても安心して暮らせるまちを目指す。また、認知症サポーターの講師役となるキャラバ
ンメイトを養成する。

地域包括支援センター等に対して、認知症をはじめ、複合的な課題を抱える対応の難しい個別具体事例へ
の支援方法について、専門的かつ総合的な助言・指導を行う。

⑥ 高 齢 者 相 談 支 援 サ ポ ー ト 事 業

認知症にかかる地域医療体制構築の中核的な役割を担う認知症サポート医と日頃より受診する診療所等の
主治医（かかりつけ医）と地域包括支援センターを核として、各区における認知症高齢者支援ネットワー
クづくりを進めてきた事業を統合し、引き続き連絡・相談会の場を設け、認知症サポート医との連携体制
を継続的に深めるとともに、その内容を関係機関・市民等に周知するため啓発事業を行う。

大阪市立弘済院が認知症の専門医療機能と専門介護機能の一体的な提供によりこれまで培ってきたノウハ
ウを活用し、医療職員等へ専門的技術や知識を研修等を通じて伝達する。

認知症サポート医などの連携強化を図るとともに、認知症サポート医のフォローアップ研修等を実施し、
認知症の人への支援体制の充実・強化を図る。

認知症サポート医を全区に２名配置できるよう養成を行う。

かかりつけ医に、適切な認知症診断の知識・技術などの習得に資する研修を実施することにより、認知症
サポート医の連携の下、地域包括支援センターなどの関係機関と連携を図るなど、医療と介護が一体とな
り認知症の人への支援体制の構築を目指す。

⑤弘済院のノウハウを活用した医療・介護専門的技術提供事業

① 認 知 症 等 高 齢 者 支 援 地 域 連 携 事 業

② 認 知 症 地 域 医 療 支 援 事 業

③ 認 知 症 対 策 連 携 強 化 事 業

④ 認 知 症 介 護 研 修 事 業

（３）認知症サポート医フォローアップ事業


